
はじめに

第２次安倍政権の経済政策としてスタートした「ア

ベノミクス」は、第３次となった現在では成果を一定

程度あげており、景気の上向きに伴う求人増は新規学

卒者の求人を増やしている。厚生労働省の調査では

2016年９月末時点の有効求人倍率は1.38倍で、前年同

時期比の0.01ポイント増であり 、昨年度の好転に加

え、更なる求人増となっている。新規学卒者の就職状

況によって、キャリア教育への注目や関心が変わり、

現在は就職状況が良好であることからキャリア教育の

注目度は下がってきている。こうした中で2010年の大

学設置基準改正(文部科学省令第３号)以後、大学にお

けるキャリア教育が義務化され、こうした注目度とは

無関係に毎年度その取り組みが実施され、教育実践と

しての蓄積が重ねられている。

和歌山大学学生を含む大学生の新規学卒者の就職率

は、ここ数年良好なので、当時者である大学生の卒業

後の進路に対する意識は危機感が失われがちである。

在学中の低学年においては、とりわけこれが顕著であ

り、３、４年生時の本格的な就職活動の前段階として、

低学年におけるキャリア教育は重要でありながらも、

現在の状況においては、学生自身の自覚的な取り組み

は少ない。こうした状況をふまえ、和歌山大学のキャ

リア教育の前期の取り組みの１つとして、学生の就職

に対する意識とりわけ職業興味に関する客観的な調査

を試み、その分析に基づいた一貫したキャリア教育へ

と展開していくことが重要である。

室山は、自己の職業興味について理解した学生はし

ていない学生よりも、情報検索の効率性が高いことを

見出している 。古くはスーパー(Super,D.E.)が指

摘したように、自己の興味について理解を深めること

が成熟した職業決定に必要であり、職業興味は仕事に

おいて努力の方向と持続性を決定すると言われ、現在

でもこのことは定説となっている 。これらのことから

職業興味は、職業選択や職業決定をするときに重要な

ものといえるだろう。

和歌山大学では、2006年当時の１、２年生を主な対

象としVPI職業興味検査を行っている。佐藤、小林

は、その結果を用いて和歌山大学学生の職業興味の特

徴の一端を明らかにした。本研究では、2015年に和歌

山大学経済学部学生(以下単に、「和大経済学生」とす

る。)を対象に行ったVPI職業興味検査の結果と前研究

で使われた2006年に行った同検査の結果とを比較、ま

た性別による差異について検討し、和大経済学生の継

続的な特徴を明らかにすることを目的としている。

１.和歌山大学経済学部の概要

⑴沿革

和歌山大学経済学部は、1922年に創立された旧制和

歌山高等学校商業学校以来の伝統を受け継ぎ、100年近

くにわたって社会に多くの優れた人材を送り出してき

た 。2015年度では、経済学科、ビジネスマネジメント

学科、市場環境学科の３学科から構成されており(2016

年から再編)、経済学の幅広い領域に触れ、興味ある分

野を選択して学べる柔軟なカリキュラムを設けてい

る 。また、和大経済学生は、金融・サービス・卸売・
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小売・製造などの産業界に毎年多くの人材を輩出して

いる。就職率としては、2015年度は99.0％ 、2006年度

は92.0％ という実績があり、当該地域の大学としての

役割を果たしている。

⑵経済学部のカリキュラム

2016年度現在の経済学部では、学科とカリキュラム

の改編が実施され、2015年以前までの３学科制から経

済学科１学科６プログラムとなった。『大学案内2017』

によれば、カリキュラムは、教養・基礎科目と専門教

育科目から成り立っており、専門教育科目は、「経済学」

「経営学」「会計学」「法律学」「情報学」の５つの学問

領域で編成されている。

また経済学部では「メンター制」を導入しており、

１年生の基礎演習、２年生の発展演習、３年生の専門

演習を通じて、複数教員のメンター(助言者)が少人数

制で学生一人ひとりの履修を指導することとなってい

る。学部では、将来の進路を見据えて選んだ各プログ

ラムを通して、必修科目・選択必修科目・選択科目を

体系的に履修し、４年生の卒業研究をまとめるサポー

トをしており、さらに最近の特徴としてアクティブラ

ーニングを導入し、現代社会で求められている「問題

解決型の人材」を育成している。

⑶和歌山大学のキャリア教育・キャリア支援

和歌山大学では、学生が希望の進路を実現できるよ

うに、「実践的キャリア教育」と「進路選択・就職活動

支援」の２本柱で、キャリア支援体制を整えている。

「実践的キャリア教育」は、４年間の大学生活のな

かで働くことへの意識と意欲を高め、市民・職業人と

して社会に参加することができるように、初年度から

キャリア教育の実施等をしている。経済学部では、１

年次の基礎演習、発展演習や専門演習等で『ロードマ

ップ』を使用し、卒業後の進路を意識し、卒業までに

どのように学習していくとよいのかについて考える取

り組みを行っている。また、２・３年次の専門教育科

目の中では、自分の将来について考える機会を提供し、

それをどのように実現していくのかを体系立てて考え

る「キャリア・デザイン」やフィールドワークを通じ

て思考リテラシー(「PDCAサイクル」という考え方な

ど)を身につける「現代社会実践論」、社会で活躍する

OBOGがオムニバス形式で講義を担当する「現代経営

実践論」等キャリア教育科目を開講している 。

「進路選択・就職活動支援」では、全学部学生を対

象にしたキャリア支援として求人情報検索システムに

よる情報提供、学生ひとりひとりのニーズに合わせた

相談等を行っている。主な就職活動イベントには、業

界・企業研究、自己分析などの就職ガイダンスが年間

を通じて10回、企業80社がブース形式で様々な業界や

企業について説明する業界・仕事研究セミナー、企業

210社の学内企業説明会等がある 。

本研究は、上記のような和歌山大学のキャリア教

育・キャリア支援の機能を図る一端としての研究にも

なるのではないかと考えている。

２.和歌山大学経済学部学生の進学意識の調査結果

和歌山大学では、毎年入学してきた学生に対し、新

入生アンケート を実施している。新入生アンケート

の項目には、出身地、併願した大学、志望校選びにつ

いてなどの設問がある。以下では、「志望大学・学部・

学科・過程等を選ぶとき重視したこと」について問１

～16まで【大変重視した】【ある程度重視した】【あま

り重視しなかった】【全く重視しなかった】の４段階で

回答する設問の結果を主に用いて進学動機を分析する。

また本研究では、４段階評価を大まかな傾向をつかむ

ために「重視した」と「重視しなかった」の２段階評

価に書き替えた。その結果を以下に示す。

①学びたいことが学べる

②就きたい職業に結びついている

③取得できる資格

④大学のある場所、通学時間・経路・手段

⑤学風・学部の雰囲気

⑥国立大学であること

⑦大学の設備

⑧大学周辺の環境

⑨卒業生の進路・就職率

⑩学費などの経済的な面

受験科目・配点

模試などで判定される合格可能性

センター試験の自己採点

家族や知人の勧め

高校や予備校などの先生の勧め

学部のアドミッションポリシー

上記から「重視した」学生の割合が70％を超える項

目には、①②⑥⑨⑩ がある。経済学部新入生は、

①から経済の学問への意識、②⑨から就職に対する意

識が高いことがわかる。また⑥⑩ から国公立大学

ということ、経済的な面、自身の偏差値といった学問
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表１ 志望大学･学部･学科･過程等を選ぶとき重視したこと

(数値は生徒の割合(％))

5.146.131.956.125.816.9重視しなかった

94.953.468.143.974.283.1重視した

⑥⑤④③②①問

40.024.813.127.254.759.4重視しなかった

60.075.286.972.845.340.6重視した

⑩⑨⑧⑦問

60.334.241.614.1重視しなかった

38.065.958.475.9重視した

問
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への興味以外の条件をも重視していることがわかる。

以上のことは、和歌山大学にある経済学部、教育学

部、システム工学部、観光学部の４学部全てにおいて

似た特徴がでている。つまり和大生は、国公立大学で

あるということを重視するが、学部は選ばないという

ことではなく、学びたいことが学べるということを重

視している。よって和歌山大学は、大学入学以前から

学問の興味が分化している学生が多いことがわかる。

ただし、和歌山大学の経済学部以外の学部における「重

視した」の平均は①94.6％、②84.1％であり、ここか

ら和歌山大学内でみると経済学部の「重視した」人の

割合は低いことがわかった。

逆に「重視した」学生の割合が、半数の50％を下回

る項目、つまり経済学生が大学選びに重視しなかった

項目に③⑦⑧ がある。経済学生では、②⑨と就職に

対する意識が高い学生が多いことに対し、③の資格取

得を意識している学生は多くない。和歌山大学経済学

部で取得可能な資格としては、卒業と免許状取得のカ

リキュラムを修了することにより高等学校教諭一種免

許状(商業)又、大学での学修を自身で発展させ、個人

で試験を受けることにより証券アナリスト、ファイナ

ンシャル・プランナー、不動産鑑定士、税理士、公務

会計士、社会保険労務士、司法書士、行政書士がある。

この数値結果は、経済学生の就職先の入社時に資格が

必須でない企業が多く、大学でも上記の資格を保障し

ていないことが関係していると予想できる。そのため

学生自身も資格取得についてあまり重視していないと

考えられる。

また同アンケートの入学者の併願した大学・学部等

を見ると、近畿圏内の経済学部、経営学部、商学部、

法学部が多いことがわかった。上記の学部は、和歌山

大学経済学部で学べる学問であるので、学びたいこと

を決めて、学業以外の面で大学選びをしていることが

わかる。

他にも同アンケートの学生の出身地を見ると333人

中実家から通える学生が多いと考えられる大阪府出身

が120人、和歌山県出身が98人と大阪府と和歌山県を合

わせると約65％を占めている。さらに兵庫県、奈良県、

京都府、滋賀県、三重県を含む近畿地方出身は、277人

であり全体の83％を占めている。これや④の結果にあ

るように、通学や実家からの距離を意識して和歌山大

学経済学部を選ぶ学生が半数はいることが予想できる。

アンケート小括

和歌山大学経済学部新入生アンケートをまとめると

次のようになる。経済学生は、経済、経営、商学、法

学等の学部への進学を軸としているが、できるだけ自

宅に近い大学を選択したいと考えている。その際には、

取得できる資格や学部のアドミッションポリシーなど

の授業の内容に関わることよりは、就職率の良さ、学

費、自身の学力などに重点を置いて大学選んでいると

考えられる。しかし、学びたい学問を重視しているも

のの、和歌山大学の他学部に比べると、その特徴は突

出したものではない。

３.VPI職業興味検査の活用

VPI職業興味検査は、160の具体的な職業に対する興

味・関心の有無を回答させることにより、６種の興味

領域尺度に対する個人の興味・関心の強さを測定する

とともに、あわせて５種の傾向尺度について把握しよ

うとするものである。そして、本検査は、大学生等に

対する進路指導や職業ガイダンスに有用な検査として

活用されている。本検査は、職業との関わりにおいて

自己理解を深め、望ましい職業的探索や職業選択活動

を促進するための動機付けや情報を提供することを目

的としている 。

今次の検査の被験者は、１、２年生対象の経済学部

専門科目を履修した学生に限られ、有効回答数は男性

85名、女性51名の計136名であった。分析の対象とした

のは、検査の結果が得られた６種の興味領域尺度及び

５種の傾向尺度のデータである。

分析に当たっては、各尺度の得点を従属変数とし、

年度と性別を独立変数とした２要因分散分析を行った。

なお、経済学部には３学科あるが学科を独立変数とし

て分析を行った結果、有意な差が見られなかった。そ

のため本研究では学科別の比較検討は行わないものと

する。

４.検査の結果

⑴興味領域尺度の結果

興味領域尺度には、Ｒ：現実的職業領域、Ｉ：研究

的興味領域、Ａ：芸術的興味領域、Ｓ：社会的興味領

域、Ｅ：企業的興味領域、Ｃ：慣習的興味領域の６種

の尺度がある。各興味領域尺度の内容については、表

２に示す。2006年、2015年、『VPI職業興味検査［第３

版］の手引き』(以下、単に「手引き」とする。)巻末付

録の「各尺度における専攻別男女別平均値と標準偏差」

に記載されている「全体」、「人文専攻」、「社会専攻」、

「理学専攻」、「工学専攻」、「農学専攻」、「医学専攻」、

「家政専攻」、「教育専攻」の中から、被験者全体を表

す「全体」及び、上記分類では経済学部は「社会専攻」

に分類されることから「社会専攻」の興味領域尺度の

平均値と標準偏差を表３に示す。

「全体」と和大経済学生の平均値を比較する。和大

経済学生のＥ、Ｃ尺度は、2006年、2015年の男女とも

に手引きの「全体」平均を上回っていて、それ以外の

Ｒ、Ｉ、Ａ、Ｓ尺度は「全体」平均を下回っている。

また経済学部が含まれる「社会専攻」と和大経済学

生の平均値を比較すると、和大経済学生は、Ｒ、Ｉ、

Ａ、Ｓ尺度の2006年、2015年の男女とも「社会専攻」
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の平均を下回っている。Ｅ尺度においては、2015年女

性のみ「社会専攻」女性の平均を上回っている。また

Ｃ尺度においては、2006年、2015年の男女ともに「社

会専攻」の平均を上回っている。

⑵傾向尺度の結果

傾向尺度には、Co：自己統制傾向、Mf：男性－女性

傾向、St：地位志向傾向、Inf：稀有反応傾向、Ac：黙

従反応傾向の５種の尺度がある。各傾向尺度の内容に

ついては、表４に示す。興味領域尺度と同様に2006年、

2015年、「全体」、「社会専攻」の傾向尺度の平均値と標

準偏差を表５に示す。

「全体」と和大経済学生の平均値を比較する。和大

経済学生は、Co、Inf尺度の2006年、2015年の男女、St

尺度の2006年、2015年の女性、Mf尺度の2015年の男女

において平均を上回っている。それ以外のAc尺度の

2006年、2015年の男女、St尺度の2006年、2015年の男

性、Mf尺度の2006年の男女においては、「全体」を下回

っていた。

また「社会専攻」と和大経済学生の平均値を比較す

ると、和大経済学生は、Co尺度の2006年、2015年男

女、Mf尺度の2015年の男女、St尺度の2015年男性、Inf

尺度の2006年、2015年の男女は、「社会専攻」を上回っ

ている。それ以外のMf尺度の2006年男女、St尺度の

2006年男女、2015年女性、Ac尺度の2006年、2015年の

男女においては、「社会専攻」を下回っている。

⑶各興味領域尺度の分析結果

以下では、2006年度と2015年度の２つの検査につい

て、興味領域尺度の統計学的な有意差を検証した。そ
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表３ 興味領域尺度における平均値と標準偏差

3.56(3.20)3.93(3.35)3.31(3.08)3.25(3.06)3.61(3.22)2.83(2.81)4.25(3.13)5.35(3.65)3.59(2.57)4.24(3.29)5.03(3.93)4.00(3.06)C

4.41(3.40)4.02(3.19)4.67(3.51)3.95(3.32)3.85(3.20)4.07(3.45)4.24(3.27)4.20(3.46)4.27(3.17)4.12(3.42)4.00(3.16)4.15(3.51)E

4.07(3.45)4.86(3.61)3.52(3.22)3.92(3.43)4.52(3.56)3.23(3.15)3.04(2.80)3.53(3.06)2.74(2.61)2.89(2.68)2.37(2.06)3.05(2.83)S

4.35(4.13)4.62(4.18)4.18(4.10)4.18(4.10)4.42(4.23)3.91(3.92)2.93(3.39)2.75(3.53)3.04(3.33)2.99(3.44)3.13(2.83)2.95(3.62)A

3.72(3.66)3.84(3.63)3.65(3.68)3.88(3.76)3.81(3.74)3.96(3.79)2.68(3.04)2.00(2.23)3.08(3.38)2.69(3.10)2.03(2.58)2.88(3.24)I

2.53(2.86)2.09(2.57)2.83(3.01)2.84(3.11)2.28(2.78)3.48(3.34)1.95(2.45)1.63(2.47)2.14(2.44)2.15(2.57)1.03(1.32)2.49(2.76)R

計女性男性

社会専攻全体2015年2006年

計女性男性 計女性男性 計女性男性

表４ 傾向尺度の種類と内容（VPI職業興味検査［第３版］の手引きより）

①Co尺度(自己統制傾向)：自己の衝動的行動や考えをどの程度統制しているのかを示す尺度。

②Mf尺度(男性－女性傾向)：男女を問わず、一般に男性が好む職業にどの程度強い関心を持っているのかを示す尺度。

③St尺度(地位志向傾向)：社会的威信や名声、地位や権力などに対して、どの程度強い関心を持っているかを示す尺度。

④Inf尺度(稀有反応傾向)：職業に対する見方がどの程度常識にとらわれず、ユニークであるかを示す尺度。

⑤Ac尺度(黙従反応傾向)：どのくらい多くの職業を好んだかを示す尺度。

表５ 傾向尺度における平均値と標準偏差

9.06(4.13)9.72(3.97)8.62(4.19)9.01(4.27)9.53(4.21)8.40(4.26)11.09(3.26)12.12(2.20)10.47(3.63)10.08(3.71)12.10(2.20)9.47(3.86)Co

計女性男性

社会専攻全体2015年2006年

計女性男性 計女性男性 計女性男性

5.65(2.64)4.45(2.36)6.45(2.52)5.37(2.77)4.28(2.35)6.62(2.68)6.36(2.18)5.02(1.56)7.12(2.11)5.77(2.64)4.03(2.40)6.29(2.49)Mf

7.70(2.99)7.75(2.92)7.66(3.03)7.29(3.01)6.98(2.98)7.76(2.99)7.24(2.58)6.43(2.15)7.72(2.71)6.60(2.81)5.20(2.27)7.02(2.83)St

5.23(3.11)5.18(3.03)5.27(3.16)5.52(3.26)5.65(3.29)5.37(3.21)6.99(3.04)8.04(2.85)6.37(3.00)7.25(3.35)7.70(3.01)7.12(3.45)Inf

10.12(5.28)10.81(5.05)9.65(5.38)9.93(5.46)10.45(5.43)9.33(5.43)9.38(4.50)10.04(4.25)8.99(4.62)8.56(5.18)9.03(7.07)8.42(4.50)Ac

表２ 興味領域尺度の種類と内容(VPI職業興味検査［第３版］の手引きより)

①Ｒ尺度(現実的興味領域)：機械や物を対象とする具体的で実際的な仕事や活動に対する好みや関心を示す尺度。

②Ｉ尺度(研究的興味領域)：研究や調査などのような研究的、探索的な仕事や活動に対する好みや関心を示す尺度。

③Ａ尺度(芸術的興味領域)：音楽、美術、文学など芸術的領域での仕事や活動に対する好みや関心を示す尺度。

④Ｓ尺度(社会的興味領域)：人に接したり、奉仕したりする仕事や活動に対する好みや関心の強さを示す尺度。

⑤Ｅ尺度(企業的興味領域)：企画や組織運営、経営などのような仕事や活動に対する好みや関心の強さを示す尺度。

⑥Ｃ尺度(慣習的興味領域)：定まった方式や規則に従って行動するような仕事や活動に対する好みや関心を示す尺度。
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の結果、検査実施時期によって統計学的な有意差は認

められなかった。

Ｒ尺度においては、性別に有意な差がみられ(Ｆ

(1，262)＝8.456，p＜.01)、男性の方が女性より有意

に得点が高かった。

Ｉ尺度においても、性別に有意な差がみられ(Ｆ

(1，262)＝5.353，p＜.05)、男性の方が女性より有意

に得点が高かった。

Ａ、Ｓ、Ｅ尺度においては、性別による有意な差は

みられなかった。

Ｃ尺度においては、性別に有意な差がみられ(Ｆ

(1，262)＝11.205，p＜.01)、女性の方が男性より有意

に得点が高かった。

以上をまとめると、性別おいてＲ(現実的)、Ｉ(研究

的)尺度で有意な差が認められ、男性の方が女性より強

い好みや関心を持っていることがわかった。またＣ(慣

習的)尺度でも性別による有意な差が認められ、Ｒ、Ｉ

尺度とは逆に、女性の方が男性より強い好みや関心を

持っていることが明らかになった。Ａ(芸術的)、Ｓ(社

会的)、Ｅ(企業的)尺度は、検査実施時期及び性別によ

る有意な差は認められなかった。

⑷各傾向尺度の分析結果

以下では、2006年度と2015年度の２つの検査につい

て、傾向尺度の統計学的な有意差を検証した。

Co尺度においては、性別に有意な差がみられ(Ｆ

(1，262)＝21.644，ｐ＜.01)、女性の方が男性より有

意に得点が高かった。検査実施時期には有意な差はみ

られなかった。

Mf尺度においては、検査実施時期(Ｆ(1，262)＝

9.532，p＜.01)と性別(Ｆ(1，262)＝53.328，p＜.01)

ともに有意な差がみられた。検査実施時期では、2015

年の方が2006年より有意に得点が高かった。また性別

では、男性の方が女性より有意に得点が高かった。

St尺度においては、検査実施時期(Ｆ(1，262)＝

7.313，p＜.01)と性別(Ｆ(1，62)＝18.963，p＜.01)と

もに有意な差がみられた。検査実施時期では2015年の

方が2006年より有意に得点が高かった。性別では、男

性の方が女性より有意に得点が高かった。

Inf尺度においては、性別に有意な差がみられ(Ｆ

(1，262)＝6.860，p＜.01)、女性の方が男性より有意

に得点が高かった。検査実施時期には有意な差はみら

れなかった。

Ac尺度においては、検査実施時期に有意な差がみら

れ(Ｆ(1，262)＝4.987，p＜.05)、2015年の方が2006年

より有意に得点が高かった。性別には有意な差はみら

れなかった。

以上をまとめると、Ac(黙従反応)尺度については、

検査実施時期にのみ有意な差が認められ、2006年に比

べ2015年は傾向が強いことがわかった。またCo(自己

統制)、Inf(稀有反応)尺度においては、性別のみ有意な

差が認められ、女性が男性より強い傾向にある。Mf(男

性－女性)、St(地位志向)尺度においては、年度・性別

いずれもの要因において有意な差が認められ、両尺度

ともに2006年に比べ2015年は得点が高く、男性が女性

より強い傾向にあることが明らかになった。

５.検査結果の考察

⑴興味領域尺度

Ｒ尺度において本検査結果では、男性が女性より有

意に得点が高い結果がでたものの、男女ともに「全体」

及び「社会専攻」を下回る得点となっている。経済学

部は、Ｒ尺度に直接関係のある学問領域ではないこと

は、結果が「全体」を下回ることと関連があると予想

できる。このことに加え、新入生アンケートから明ら

かになった学問に関する興味の傾向と一致しているこ

とがわかる。一方、和歌山大学の就職実績の結果を見

ると、製造業界への就職が多く、本検査結果に反して

いる。そこで、2015年度卒業生のうち製造業に就職す

る28名の入社後の職種のデータを調べた。その結果、

事務従事者２名、販売従事者(営業含む)11名、生産工

程従事者１名、その他技術者１名、不明12名(入社後に

決定する)という内訳であった。このデータから製造業

に就職する学生の大半が、産業分類としての製造業に

就職しつつも、実際には職種や職種内容としては製造

そのものに関わらないことが看取できる。このことは、

和大経済学生のＲ尺度が「全体」を下回ること、つま

り製造業に就職しても実際の仕事としては、Ｒ尺度と

は関係の薄い仕事に従事している現実と一致している

と言える。

Ｉ、Ａ尺度においてもＲ尺度と同様に、男女ともに

「全体」及び「社会専攻」より低い得点となっている。

この結果は、和大経済学生の就職実績の結果である金

融・サービス・卸売・小売・製造の業界が多く、研究

や芸術の業界が少ないことと同一の傾向が見受けられ

る。

Ｅ、Ｃ尺度は、経済学生男女ともに「全体」より高

い得点結果が出ている。これはＲ、Ｉ、Ａ尺度とは逆

に経済学部の講義にある経営学や商業簿記等の学問内

容、また新入生アンケートの結果からわかる経済学部

で学ぶ学問に入学前から学生の興味が分化しているこ

と、就職実績の結果に一致している。

興味領域尺度では、Ｒ、Ｉ、Ｃ尺度の男女において

有意な差がみられた。得点の高低は、「全体」と「社会

専攻」と同じくＲ、Ｉ尺度では男性の方が女性より得

点が高く、Ｃ尺度では逆に女性の方が男性より得点が

高かった。ここからは、和大経済学生は、性別の差で

見たとき一般の大学生と同じ特性を持つことがわかっ

た。男女で有意な差がみられたこれらの３つの尺度を

実際に就職している人の割合を見ると、Ｒ尺度に関係

のある製造業界に就職する人は、男性14.8％、女性8.6

大学生の進路選択・決定に向けての職業興味の実態調査研究
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％であった 。またＩ尺度に関係のある研究者に占め

る女性の割合を見ると13.6％であった 。さらにＣ尺

度に関係のある事務従業者の割合を見ると、男性は

25.3％であり、女性は32.2％であった 。以上の数値結

果から実際に働いている男女の割合が職業興味と一致

していた。

検査実施時期においては、2006年と2015年の９年間

で有意な差はなかった。これは、新入生アンケートか

らわかる和大経済学生の主な進学動機の「学びたいこ

とが学べる」、「就きたい職業に結びついている」、「卒

業生の進路・就職率」の３つが９年間での変化がなか

ったことと一致している。

また和大経済学生は、「手引き」の「社会専攻」と似

た興味の特性をもっており、一般の経済学部学生と興

味に関して同じような傾向にあることがわかった。し

かし得点を比較すると、和大経済学生は「全体」及び

「社会専攻」より特にＲ、Ｉ、Ａ、Ｓ尺度では好みや

関心が低く、Ｃ尺度では好みや関心が高いということ

から、興味の有無がはっきりした学生が多いことが明

らかになった。新入生アンケートから推測できた入学

時から興味が分化しているという特徴が得点の高低を

はっきりさせたと考えられる。

⑵傾向尺度

Co尺度は、本検査において2006年、2015年ともに「全

体」や「社会専攻」の得点を上回っている。この得点

が高い和大経済学生は、用心深く慎重に行動する人で、

統制を必要とするような仕事や活動への関心が強いと

いえる。

Mf尺度は、本検査において男性が女性より有意に強

い傾向にある結果が出ており、和大経済学生は、伝統

的な性役割に同調し、それを意識した仕事に関心を持

つという特徴があると言える。また年度において経済

学生男女の得点と全体平均を比べると男女ともに得点

の低い順に2006年、全体、2015年となった。つまり、

2006年から2015年の９年間で男性では、男性的と呼ば

れる仕事や活動を好み、伝統的な性役割に対する同調

性がより高い傾向となり、女性では伝統的な性役割に

あまり関心がなく性役割より、個性の発揮に価値を置

く傾向が強くなったということとなる。男女差はある

ものの、女性の得点が上がっているということは、女

性の積極採用・女性の管理職など働くにあたって男女

差が解消してきていることが女性の意識に働き、男性

の好む職業にまで関心が広がってきたととらえられる。

Inf尺度は、女性が男性より有意に強い傾向にあると

いう結果が出ている。この尺度は、得点が高い人は、

一般に誰でも好む仕事にあまり関心がないことや対人

的仕事や社交的活動をあまり好まない傾向にあり、逆

に低いと社会的評価を重視したり、自分の能力やパー

ソナリティを肯定的に評価したりするという傾向があ

る。和大経済学生は、女性が男性より有意に得点が高

い結果が出ているものの、「全体」や「社会専攻」より

男女ともにこの数値は高いため、経済学部男性が低い

のではなく女性がより傾向が強いと言える。和大経済

学生は、就職実績の結果から対人的仕事の多い職業に

対する意識が高いことが予想される中、対人的仕事や

社交的活動をあまり好まない傾向にあるとされるInf

尺度が高い結果となった原因は解明できなかった。し

かし、学生一人ひとりの就職先での部署等を調査し、

あわせて検討することで新たな発見が期待できる。

Ac尺度は、本検査の結果2006年、2015年ともに全体

平均より低いものの、2006年から2015年にかけて有意

に得点が上がっている。和歌山大学経済学部は、2004

年からキャリアデザインオフィス(現・経済学部キャリ

ア支援室)を開設し、学生のキャリア支援を行ってき

た。2016年現在では、和歌山大学の全学部でも学生の

キャリア支援を行う体制がとられており、就職ガイダ

ンスや業界・仕事研究セミナーを主催している。これ

らの取り組みにより学生の業界や企業を知る機会を増

やしたことは、2006年から2015年の９年間で学生の職

業興味が広がった要因の一つだと考えられる。また本

庄、岩田(2014) によりキャリアデザインオフィス

(現・経済学部キャリア支援室)は、開設からと利用者

を増やし、2014年時には利用者率約６割となっている

こと、利用者の進路決定満足度が開設当時から高くな

ってきたことが明らかになった。これは学生が業界研

究をし、多くの職業を知ったうえで職業を決めること

ができたことが関係していると考えられる。

６.まとめ

以上から結論をまとめると以下のようになる。

⑴職業に関する興味について

１、２年生を主な対象とした今回のVPI職業興味検

査の結果から和大経済学生の職業興味の特性は、「社会

専攻」つまり一般の経済学部の学生と比べると、ほぼ

似た傾向にあることが明らかになった。しかし、細か

く興味尺度の得点を比べると、和大経済学生は興味の

有無がはっきりしており、入学時から学問への興味が

分化している、つまり経済学の学問に対する興味が強

いことが解明できた。「社会専攻」とほぼ同様の傾向を

持つ和大経済学生であるが、Ｓ尺度については、「社会

専攻」に比べ得点が低く、やや異なりこの尺度では傾

向が同様とはいえない。Ｓ尺度は、人に接したり、奉

仕したりする仕事への興味を表すものであるから、通

常この尺度の得点が低い場合には、実際の就職先とし

ては販売や各種の対個人サービスの仕事を選択するこ

とはあまりない。ところが、和大経済学生はＳ尺度が

やや低いにも拘わらずこれまでの卒業生の就職実績と

しては、毎年サービス業への就職が多いという結果と

なっている。これに関わって、和歌山大学経済学部教

員に対するヒアリングによれば、和大経済学生は、サ

和歌山大学教育学部紀要 教育科学 第67集 (2017)
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ービス・販売の仕事よりは、法人営業や経理、商品企

画の仕事に興味関心があるとのことであった。このこ

とはＳ尺度が低いという結果とそれほど矛盾しないも

のである。学生の職業に関する興味と卒業時の実際の

職業選択・決定との間には、直接的な関係や同じ傾向

が必ずしもあるとはいえない。

また和大経済学生の職業興味に関しては、2006年と

2015年の比較において、統計学的な有意差は認めらな

かった。この９年間では、リーマンショックによる就

職難やキャリア教育の拡大というような変化があった

が、和大経済学生の就職数･率や就職先の企業･業種等

の実績が継続的に同様の傾向を持つこともあり、学生

の職業興味に関しても時期による差異は認められない。

和大経済学生は、入学前の意識もアンケートから経済

学の専門分野に対する意識が高かった。今回の１、２

年生対象の興味検査では、経済学部に関係のあるＥ、

Ｃ尺度の得点が高く、それは2006年の検査でも同様で

あった。このように入学前から大学教育の初期段階で

ある１、２年生までの興味や関心には一貫性が見られ

る。今回の研究においては、大学教育の専門教育や中

後期段階、及びキャリア教育の効果については検討で

きなかったが、上記の就職実績と照らし合わせてみれ

ば、入学前から卒業進路選択までに一定の傾向が見取

れ、２つの調査時期において同様の傾向を示している。

アンケート及びVPI職業興味検査と就職実績のデータ

では、被験者が異なるため断言はできないが、和大経

済学生の職業に関する意識や興味は、入学から卒業ま

で一貫し、継続・強化され、就職実績に現れていると

考えられる。

⑵職業に関する心理傾向について

和大経済学生の心理的傾向としては、Co尺度の結果

に表れているように、用心深く慎重に行動する人で、

統制を必要とするような仕事や活動への関心が強い特

徴がある。このことは、例えば入学時の大学･学部選択

や卒業生の就職実績の結果にも共通する特性を持って

いると言える。またInf尺度の結果からは、一般的に誰

もが好む仕事にはあまり関心が無く、また自分を取り

囲む社会の一般的価値観とは異なった価値観を持つ傾

向があり、対人的仕事や社会的活動をあまり好まない

という特徴が明らかになった。和大経済学生は、堅実･

慎重であり、保守的・安定志向などの評価が一般的と

されてきているが、このInf尺度の結果とは異なる傾向

が読み取れ興味深い。

用心深く慎重であるという傾向を測るCo尺度とユ

ニークな思考を持つという傾向を測るInf尺度の結果

からは、やや矛盾する傾向が同時に見取れる。これに

関わって和歌山大学経済学部教員に対するヒアリング

によれば、和大経済学生は経済学部に所属している環

境、保護者の希望・期待、あるいは和大生全体に見ら

れる保守的・安定志向などの影響から用心深い傾向が

あると同時に、経済とは関係のない医師や教師、心理

士といった職に就きたい、チャレンジしたいと考える

学生が例年一定程度いるとのことである。こうした異

なる、あるいは対立する傾向を内在する学生は、葛藤

を抱えることも少なくない。

また経済学部は、教育学部や医学部などのように特

定の職業資格･免許の取得と就職先が決まる学部とは

異なり、就職先の業界・業種の選択肢が広いことが特

徴であるので、本検査でのCo尺度とInf尺度の結果は、

和大経済学生の固有の特徴を表している。

おわりに

本研究は主に新入生アンケート、VPI職業興味検査、

就職実績の３つのデータ結果から職業興味の考察し、

和大経済学生の特徴を明らかにしたが、３、４年生時

の学生に関する情報が不足している。今後は、３、４

年生時の何らかの意識調査やキャリアセンターに通う

学生の様子、履修状況などのデータを調査・分析する

ことで、より明確に和大経済学生の特徴を明らかにす

る必要があるだろう。
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